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視点を変えてみたら、との思いで、生きものとのお付き合いの参考にどうぞ。 

 ○ぶつぶつぶやき○㊵ 
植物の生命力というか秘めた力みたいなものは、本当に不思議としか言えません。 

ある観察会の時、まだまだ全くの冬芽の状態のヤナギの枝先をよく見ようとちょっと引っ張ったところ、 

プツンと切れてしまいました。“ごめんなさい！”と思いましたが、その場にいたＴ氏曰く「水に差して 

おけば芽が出るよ。」とのこと。『えー？』と思いましたが、取り敢えずそうしてみました。２～３ヵ月まったく 

変化がなかったのですが、世の中に春の気配が感じられ始めたころ、何と、あの細い枝先の芽が膨らみ始めたの 

でした。『ひえ―！』たいしたものだと感心しました。そのうち水につかっている部分からは根が出てきました。 

今は、写真の通りです。根が出てきたので鉢植えにでもすれば一人前の木になるのでしょうか？ 分かりません 

が、とにかく感心するばかりです。 

 冬芽で寒い冬をやり過ごし、春になったらバッチリ葉を延ばし、新しい年を生きていく。植物個体それぞれが 

様々な工夫を凝らして生き延びていくエネルギーは、すごいというか不思議というか、やっぱり感心するばかり 

です。おまけに、アカメガシワの新芽の鮮やかさにも、見とれてしまうばかりです。 

文と写真＜さんじゃく＞ 

 

 

 

 

 

 

 

    ○水だけで生きているヤナギ          ○アカメガシワの新芽 
                   

 

 

 

お問合せ：  福岡県自然観察指導員連絡協議会  

（NAIS Fukuoka：The Nature Interpreter Society of Fukuoka) 

代表：田村耕作／事務局長：小野 仁 

編集：田村耕作･山本勝･松永紀代子／会計：宮原俊彦 

〒814-0144 福岡市城南区梅林２丁目１０番２３号 

        ハイツ中村４０１  

自然案内舎㈲クラバード内 TEL & FAX：092-４００ｰ１７６５ 

URL：http://www.kurabird.com/    

掲示板 URL: http://bbs9.fc2.com/php/e.php/~naisfukuoka/ 
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★都市公園で自然観察会 9５★ 

春日公園で、桜の花びら舞う頃、地べたを 

ゆっくりと観察します。      

☆日時 ４月２１日 （日） 今回のみ日曜日 

集合１0 時 ～ 解散１2 時半頃                            
☆場所 春日公園・旧売店 前                          

会員２００円、一般３００円です。協力をお願いします。 

【連絡先】 担当：田村 耕作 

   TEL ０９２－４００－１７６５〔ＦＡＸ兼用〕   

 Email kurabird-.tamura@nifty.com 

 

自自然然感感  
２８５

月 



日本野鳥の会 福岡支部  主催   ※一般参加費：300円（中学生以下無料）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日本野鳥の会 筑後支部        福岡植物友の会 

                                                                          

 

 

 

                     

 

 

三国丘陵の自然を楽しむ会 主催 

http://mikunikyuryo.blog107.fc2.com/   

 

 

 

 

 

 

 

                                 

 

 

 

 

                                                                                   

                                                                                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

和白干潟を守る会  主催                                  久留米の自然を守る会 
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５／１２（日） 

和白海岸探鳥会（福岡市東区） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：JR 和白駅前の公園 

問合せ：092-606-0012（山本廣子） 

 

 

 

 

５／１１（土） 

大濠公園探鳥会（福岡市中央区） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：ボート乗り場前 

問合せ：092-573-1827（森健児） 

 

５／７（火） 

県営春日公園（春日市） 

時 間：10:00～12:00 

集 合：音楽堂ステージ側（第５Ｐ） 

問合せ：092-592-3423（小野仁） 

 

４／２８（日）５／２６（日） 

久末ダム探鳥会（福間町） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：久末ダム多目的広場横 

駐車場 (管理事務所下) 

問合せ：0940-33-7846（高原和幸） 

 

４／２１（日）５／１９日（日） 

天拝山探鳥会（筑紫野市） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：天拝山歴史自然公園 

問合せ：090-7165-5026（重松尚紀） 

 

５／５（日） 

今津探鳥会（福岡市西区） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：玄洋高校西側道路 

問合せ：092-891-9005（神園道男） 

 

５／４（第１土曜日） 

自然観察会（植物･昆虫･野鳥など） 

集 合：九州歴史資料館駐車場 

時 間：9:30～12:30   

問合せ：092-920-3072 

参加費：大人 200 円  

参加された方には新しい「自然観察マッ

プ」も差し上げます。 

ブログ 「三国丘陵の自然を楽しむ会」で 

検索 

観察会や様々な生きもの情報を載せています 

４／１４（日） 

高良山（久留米市） 

時 間：9：00～12：00 

集 合：高良大社下宮  

問合せ：090－7159－3933 

（松富士） 

４／２７（土） 

定例会議 
時 間：10：30～13：00 

集 合：和白干潟を守る会事務所 

問合せ：092-606-0012（山本廣子） 

４／２７（土） 

クリーン作戦 と自然観察会 

時 間：15：00～   

集 合：海の広場 駐車場なし 

長靴・軍手があると便利 

問合せ：090-1346-0460（田辺スミ子） 

 

４／２１（日） 

戸の上山（北九州市） 

問合せ：佃 昇（092-662-2983） 

要予約 

参加は有料 詳細はお問合せ下さい 

５／１９（日） 

樹木の名札付け 
時 間：9：30～ 

集 合：高良大社階段下 

        （高良開館前）  

問合せ：http://kurumenoshizen.net/ 

http://kurumenoshizen.net/
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今回は、３月１日（旧暦１月２５日）～３月３１日（旧暦

２月２５日）までのデジカメ日誌です。 

 

くすのき ２０１９年４月号投稿原稿-本のむし 

Nais-fukuoka 福岡県自然観察指導員連絡協議会 

３月２日（旧暦 1月 26日）  那珂川市五ケ山 

現時点で、県下最大のダムが完成し五ケ山クロスの名

で、いろんな施設がオープンした。ダムを一周する道路を

家内と歩いてみた。イイギリの赤い実が散見されたが、周

囲の自然はまだ回復からは遠いと感じた。自然度を高め

る努力がまだ見えない。都会を持ち込むのは程々に。 

３月２０日（旧暦２月１４日）  古賀市青柳五所八幡宮 

樹齢１０００年のクスノキ。地元では「ムーミンの樹」と呼

ばれている。二股のコブがそれに見えると・・・？！ 

３月２１日（旧暦２月１５日） 福岡市中央区大濠公園 

ユリカモメの夏羽移行中である。越冬中はほとんど白い顔

なのでまるで別種のようだ。古典の都鳥は、本種と考えら

れている。もうすぐシベリア方面に繁殖に行くのであろう。 

３月１４日（旧暦２月８日）  大分県九重町長者原 

九重三俣山の前衛、指山中腹のマンサクである。タデ原

のキツネ色一色の背景に、ぼんやりとだがそこに確実に

ある黄色。今年も出会うことができた。 

３月１日（旧暦１月２５日）  唐津市浜玉町平原座主 

私は福岡市内で生まれた後、当時、玉島村であった  

この地に疎開していた。川上神社の大クスノキ。案内に

は樹齢 800年、幹周１１ｍ。この巨樹から２００ｍ程の所

に住んで居たらしいが、よく覚えていない。川向こうの

田んぼの奥に山があった記憶がこの樹なのかもしれな

い。私の原風景なのだと感じる。 



春日公園自然観察会の報告（2019年3月1６日） 

気持ちの良い晴れの天気、ナイス福岡のホームページを見て参加したという一般の方をくわえて 4名で散策した。春の芽吹き、

花を中心に観察した。集合地そばでキュウリグサやトキワハゼの花、コツブウマゴヤシ、白い花のタネツケバナ、目立たない

スズメノカタビラ、スズメノヤリなどの草本を観察した。樹木ではタブノキの蕾、アセビの淡い桃色の花、コブシの白い花、

シンジュの葉痕、タイワンフウの新芽を観察した。報告：田村耕作 

観察後の感想 

・公園のケヤキの幹の色、すべすべで明るい灰色で、今までの印象とたいへん違った。 

・刈り込みの中で、生き延びた樹木がすごいなあ。 

・サルスベリの種、一つ一つの種に翼があることを初めて観察。 

・イスノキの語原は何でしょうか。ネットで検索すると 

イスノキの語源は不明との表現が多い。別名のヒョンノキは， 

虫えいの穴に息を吹き込んだときに出る音に由来すると言われる。 

・ クロガネモチの雄花、雌花を中心に観察したい。               観察風景（永松愛子） 

 

 

タブノキの蕾     レンギョウの花     アセビの花     シャリンバイの新芽 

 

 

サンシュユの花      コブシの花    やっと見かけたシロツメクサの花  スズメノヤリの花 

植物の写真：田村耕作 

 

『毎年見かけるフデリンドウ』 

城南区の梅林中学校のそばにある西南杜の湖畔公園をよく散策する。 

この時期、ソメイヨシノのお花見でにぎわう頃、落ち葉が多く、日が 

差し込む明るい林で、明るいムラサキ色の小さな花フデリンドウを楽しむ。 

今年も漸く見かけ、楽しめた。 
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会員さんからの投稿 
葉っぱの赤ちゃん(アカメガシワ？)と開花宣言の日、 

頑張って咲く桜。葉っぱも同時に出ていたので、 

ソメイヨシノではないようですが... 

久末ダム探鳥会にて／渋田和美 

 
アカメガシワ（撮影田村） 

 

『ふと見ると、足元にタンポポの花』 

 4月に入ったころの出来事です。仕事を終えて、会社から家路へと向かうために歩いていました。通い慣れた何時 

もの道で、何気なく足元に目が向いた際に、ちょっとした隙間から生えたタンポポの花を見つけました。 

「あっ、タンポポの花だ」と嬉しくなり、何だか久しぶりに見たなぁっと思いを巡らせて、春だよね～っと人心地 

ついた次の瞬間、んん？ちょっと待て！と思い直しました。タンポポは早春には咲いていますよね、今まで気が付か 

なかっただけなのでは？と。それに思い至った私は、周囲をくるりと見渡してみました。すると、目を向けた先の道路 

の端や、塀の片隅にあるタンポポが目に入りました。なかには、既に綿毛になっている株もありました。あ～やっぱり、 

ここ最近の私は、何も意識しないまま、ただ道を歩いていたようです。 

 気が付かないという事は、そこに存在しないのと同じ事になってしまいます。何かしらに追われてか、心ここに 

在らずだったのか、私は、寂しい道を歩いて居たようです。 

その事に気づかせてくれたタンポポの花に、感謝した帰路でした。 

 

糸島市在住 ねこ 

 

 

 

 

 

 

 

九州自然協議会（２０１８年１２月 15、16日熊本県球磨川にて）に参加して 

私の生まれ育った熊本県八代、幼き頃に見ていた風景とは少し 

変わってしまっていたけれど、そこにある空気感や身体に伝わって 

くる感覚は懐かしくて、とても心地よい時間でした。 

 夕食の時、渡し船が以前あったと言う話になり、幼い頃一人で 

母の実家に行く時、渡し船で渡り、汽車に乗り祖母に会いに行った 

ことを思い出し、渡し船のことを話しながら、その頃多分出会っていた 

であろう人々と話が盛り上がりました。 

 とても貴重で幸福な時間となりました。 

参加してよかったです。辛島真由美 

               宿泊施設☞ 
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ナイス福岡 定例総会の案内  
場所：まもるーむ福岡 福岡市中央区地行浜２丁目 1-34（福岡市保健環境研究所）下記の地図参照 

 地下鉄唐人町駅から徒歩１４分、西鉄バス「ヤフオクドーム前」バス停から徒歩４分 

 駐車場：乗用車９～１４台 

期日：２０１9 年６月 29 日（土）１０時３０分から１５時まで 

内容  

１０時３０分～１２時  自然観察会  テーマと案内人 検討中 

１２時～１３時     お昼 

１３時から１５時  定例総会 

 

 

連絡先：ナイス福岡事務局 田村（090-8220-6160） 

 

 

 

 

 

◆◆◆◆事務局からのお知らせ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

会費振込について  

会計年度は 6 月から翌年 5 月末までです。会員の皆様、２０１９年度会費が、各自ご確認の上、郵便局にて下記

の郵便振替口座に振り込みをお願いいたします。 

年会費：2000円   郵便振替口座：福岡県自然観察指導員連絡協議会 01760-9-15783 

 

定例会に参加してみませんか？ 

次回の定例会は、令和元年５月 1０（金）午後６時より事務局で行います。令和元年５月号の原稿は、5/7（火）

届くようにお願いします。なお、原稿を掲載するに当たっては編集担当にお任せ願います。 

 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

 

編集後記 2019 年 0３月の定例発送会は、山本弘子、永松愛子、田村耕作が参加。 

   今年の春、我が家の小さな庭は、一面ムラサキケマンで覆われた。今まで、今年の 

  ようにこの植物で覆われつくしたことはなかった。南に向いていて、日当たり良好。 

２年ほど前、自然に生えてきたクスノキ、クロガネモチやナンキンハゼなど、日陰を 

提供してくれていた樹木を、やむを得ず伐採した。これらのことが、ムラサキケマンの 

繁栄に寄与したのでしょうか。花がそろそろ終わり、小さな鞘に種ができている。 

 夜、まわりが静かに成る頃、庭に出て、ムラサキケマンにほんの少し体が触れた時 

ぷちぷちと小さな小さな音に気付いた。何回か繰り返すと、体の皮膚にぶつかる感触 

もあった。小さな鞘にほんの少し触れると種が小さな音を立てて飛び出す。これは、 

おもしろい。楽しい時でした。                                             

 

2019 年４月 8 日 撮影 
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